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1 いろんな関数とグラフ

1.1 お奨め問題

略解

1. g(x) = (x
2

+ 1)3 − 3(x
2

+ 1).

2. g(x) = 3sgn( x
− 1

2

− 2).

1.2 関数の平行移動

略解

1. g(x) = |x − 1| − 3

2. g(x) =
√

x + 1 + 3 (x = −1)

1.3 関数の平行移動と拡大縮小の

順序

略解

1. g(x) = −2ex − 3.

2. h(x) = −2(ex − 3).

1.4 平行移動と拡大縮小を利用し

たグラフ描画

略解

1. x軸方向に−1倍, y軸方向に +1倍し
た後, x軸方向に +1, y軸方向に +2

平行移動.

2. x軸方向に+3倍,y軸方向に 1 倍した
後 (または, x軸方向に+1倍,y軸方向
に 3 倍した後, その中間も可.), x軸
方向に+2, y軸方向に 0 平行移動.

3. x軸方向に+1倍,y軸方向に −1 倍し
た後 x軸方向に−3, y軸方向に 0 平
行移動.

4. x 軸方向に 1
2
倍した後, x 軸方向に

−π/4平行移動. (または x軸方向に
−π/2平行移動した後, x軸方向に 1/2

倍拡大. または, 三角関数の知識があ
れば g(x) = cos 2x であることがわか
る.)

1.5 ステップ関数と符号関数の関

係

略解

u(x) = 1
2
sgn(x) + 1

2
. (1.1)
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